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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第30期

第３四半期連結
累計期間

第31期
第３四半期連結
累計期間

第30期
第３四半期連結
会計期間

第31期
第３四半期連結
会計期間

第30期

会計期間

自平成22年
１月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
１月１日
至平成23年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

自平成22年
１月１日
至平成22年
12月31日

売上高（千円） 1,752,8461,677,610562,627 488,3382,437,033

経常利益又は経常損失（△）（千

円）
△67,875 △18,180 △9,161 △7,509 26,145

四半期純損失（△）又は当期純利

益（千円）
△139,476△136,150△35,283 △13,549 45,534

純資産額（千円） － － 2,181,0612,176,6102,371,970

総資産額（千円） － － 5,752,1625,530,5305,836,919

１株当たり純資産額（円） － － 497.54 501.35 542.33

１株当たり四半期純損失金額

（△）又は１株当たり当期純利益

金額（円）

△32.74 △31.96 △8.28 △3.18 10.68

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 36.8 38.6 39.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,327,97139,201 － － △1,423,244

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
89,135 77,682 － － 366,169

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,434,185△215,794 － － 1,382,055

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 828,220 741,806 957,852

従業員数（人） － － 252 228 246

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第30期第３四半期連結累計（会計）期間及び第31期第３四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

４．第30期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

５．第31期第３四半期連結累計（会計）期間の従業員数には、司法書士法人山田合同事務所及び土地家屋調査士

法人山田合同事務所への派遣従業員数155名（前同四半期は155名）を含んでおります。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、連結子会社であった株式会社船井財産コンサルタンツを営業者とする匿名

組合は、匿名組合契約の期間満了に伴い当該匿名組合事業の清算を行い、匿名組合契約の全てを終了したため、連結

子会社から除外しております。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成23年９月30日現在

セグメントの名称 従業員数（人） 　

サービサー事業 39（1）

派遣事業 155（1）

不動産ソリューション事業 2（-）

その他の事業 15（-）

全社（共通） 17（-）

合計 228（2）

（注）１．従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除く）であり、臨時雇用者数は、当第３四半

期連結会計期間の平均人員を（ ）外数で記載しております。なお、従業員数には「特定労働者派遣事業」にか

かる派遣従業員数を含んでおります。

２．全社（共通）として記載されている従業員数は、特定のセグメントに区分できない管理部門に所属しているも

のであります。

(2）提出会社の状況

　 平成23年９月30日現在

セグメントの名称 従業員数（人） 　

サービサー事業 39（1）

派遣事業 155（1）

不動産ソリューション事業 －（-）

その他の事業 3（-）

全社（共通） 17（-）

合計 214（2）

（注）１．従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除く）であり、臨時雇用者数は、当第３四半期会計期間の平

均人員を（ ）外数で記載しております。なお、従業員数には「特定労働者派遣事業」にかかる派遣従業員数を

含んでおります。

２．全社（共通）として記載されている従業員数は、特定のセグメントに区分できない管理部門に所属しているも

のであります。 
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

当社グループは、債権の買取り、回収等の業務を行っており、受注生産を行っていないため、生産実績及び受注状況

について記載しておりません。

(1）販売実績

当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

　
前年同四半期比（％）

　

サービサー事業（千円） 153,368 －

派遣事業（千円） 211,561 －

不動産ソリューション事業（千円） 104,759 －

報告セグメント計　 469,689 －

その他の事業(千円) 18,649 －

合計（千円） 488,338 －

（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。　

２．主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

相手先

前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

司法書士法人山田合同事務所  204,732  36.4  185,306  37.9

土地家屋調査士法人山田合同事

務所
 19,430  3.5  26,254  5.4

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

(１）経営成績の分析

　当第３四半期連結会計期間（平成23年７月１日～平成23年９月30日）におけるわが国経済は、企業の生産活動も

供給面の制約は和らぎ、東日本大震災後の落ち込みから急回復をしてきました。しかし、先行きは海外景気の減速や

政府の補正予算編成の遅れで、需要が伸び悩むと見られ、生産の停滞により年末にかけ景気が一時的に足踏みする

可能性も出てまいりました。　

 　一方、個人消費においては、雇用並びに所得環境は引続き厳しい状況が続いてるものの、緩やかな回復が進んでお

ります。特に住宅関連は、住宅支援機構の長期固定金利の住宅ローン「フラット３５S」や住宅エコポイントなどの

期限が迫ったことによる駆け込み需要が投資を下支えしました。

　本年７月から９月の新設住宅着工戸数は、22万９千戸と前年比7.9％増となりましたが、９月は東日本大震災後に

低下したマインドは多少改善してきているものの、厳しい雇用・所得環境、不透明な景気の先行き等から、６ヶ月ぶ

りに前年同月の水準を下回りました。また持ち家も前年同月比では３ヶ月ぶりに減少しました。　

　不動産市況においては大震災の影響は徐々に薄らいでおり、落ち着きを取り戻し、地域によっては回復軌道に乗り

始めています。復興需要が景気回復を牽引すれば地価の回復も早まる期待感があります。

　不良債権ビジネスにおいては、中小企業金融円滑化法が１年間延長されるなど金融機関からの債権売却のバルク

セールが引続き減少している半面、中小企業金融円滑化法を利用し返済猶予を受けたにもかかわらず、倒産する企

業が増えています。資金繰り支援効果が薄れ始めており、今後の企業倒産の増加が予想されます。回収面においても

中小企業の経営環境が依然として厳しく、回収遅延となり業況・収益面ともに回復の兆しが見えない環境下にあり

ます。　

　このような外部環境下で、当社グループは、「顧客第一主義」を経営理念に掲げ、「不動産・債権の取引のワンス

トップサービスの提供会社」をビジネスモデルとして、サービサー事業、派遣事業、不動産ソリューション事業、そ

の他の事業の測量事業等を展開してまいりました。

　連結の売上高につきましては、サービサー事業、派遣事業ともに震災の影響等もあり、前年実績を下回りました。ま

た、測量事業においても同様に前年実績を下回りました。一方、不動産ソリューション事業においては、震災の影響

はなく、借地人等に対する借地権負担付土地の売却が順調に進み、前年実績を大きく上回りました。しかし、サービ

サー事業等の落ち込みをカバーするには至らず、全体の売上高は前年実績を下回りました。

　販売費及び一般管理費においてバルク債権残高に対する貸倒引当金繰入額は、既存のバルク債権の回収に注力し

たことにより△６百万円（特別利益に計上）と前年実績48百万円に比べて大幅に減少させることができました。し

かし、上記のとおりサービサー事業、派遣事業が低調に推移したため、営業損失は前年実績を若干上回りました。

　この結果、当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高が488百万円（前年同期比13.2％減）、営業損失は18百万円

（前年同期営業損失16百万円）、経常損失は７百万円（前年同期経常損失９百万円）、四半期純損失は13百万円

（前年同期四半期純損失35百万円）となりました。　

　セグメントの業績は次のとおりであります。

（サービサー事業）　

　サービサー事業においては、バックアップサービサーの回収受託の手数料は、受託管理債権残高の減少に伴う管理

報酬の減少及び大口の回収がなかったことにより前年実績を下回りました。また、既存のバルク債権の回収及び前

年度から購入した担保付バルク債権の回収につきましては、震災の影響で不動産の動きが一時的に鈍ったこと等に

より低調に推移した結果、売上高は153百万円（前年同期比49.2％減）、営業利益は41百万円（前年同期比62.3％

減）となりました。

　なお、昨年度購入した大口再生案件の回収は順調に進んでおります。

（派遣事業）

　派遣事業においては、派遣先の業務が震災の影響で不動産の動きが一時的に鈍ったことに起因して、業務量が伸び

ず、また電力使用制限の節電対策もあり売上高は211百万円（前年同期比5.6％減）、営業利益は20百万円（前年同

期比16.9％減）となりました。

（不動産ソリューション事業）

　不動産ソリューション事業においては、仲介案件を獲得できなかったものの、昨年６月に購入した借地権負担付土

地の借地人への底地売却等が順調に進み売上高は104百万円（前年同期８百万円）、営業利益は40百万円（前年同

期営業損失１百万円）となりました。
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（その他の事業）

測量事業　

　測量事業においては、第１四半期から業務の一部を派遣業務に切替えたことにより前期に比較し売上高は減少し

たため、売上高は10百万円（前年同期比40.1％減）、営業利益は３百万円（前年同期営業損失13百万円）となりま

した。

　信託事業

　信託事業において本業部分は、新規契約以外ですでに信託契約を締結している先からの管理報酬、追加信託等の報

酬は引続き堅調でありましたが、新規大口の金銭債権信託を受託することができず、売上高は前年並みとなりまし

た。また、不動産仲介、相続関連業務等の兼業部門も新たな遺言信託を受託できたものの、全般的には小額だったた

め前年実績を若干下回り、全体としての売上高は８百万円（前年同期比18.9％減）、営業損失は13百万円（前年同

期営業損失12百万円）となりました。

（追加情報）　

　当社は、平成22年12月期において、「事業再生に係る債権の購入契約」（平成22年9月27日付公表）に基づき債権

を購入しております。当該債権の回収は、約定どおり順調に推移しており、累計でこの回収金総額240百万円（利息

収入）につきましては、元本繰入処理を行っております。

　したがって、今後、約定（毎月20百万円の利息支払、元本返済期日：平成24年9月30日又は平成25年9月30日（1年延

長の約定あり））どおりに回収が進んだ場合、上記回収金240百万円は、元本返済期日である平成24年12月期第３四

半期又は平成25年12月期第３四半期に計上される売上金額の一部を構成するものとなります。

(２）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における財政状態は、総資産5,530百万円（前連結会計年度末に比べ306百万円

減）、株主資本2,123百万円（同178百万円減）となりました。

（流動資産）

当第３四半期連結会計期間末の流動資産の残高は4,031百万円（前連結会計年度末に比べ211百万円減）となり

ました。

これは主に、現金及び預金の123百万円の減少、売掛金45百万円の減少、販売用不動産192百万円の減少、買取債権

192百万円の増加、未収入金41百万円の減少によるものであります。

（固定資産）

当第３四半期連結会計期間末の固定資産の残高は1,499百万円（前連結会計年度末に比べ94百万円減）となり

ました。

これは主に、リース資産35百万円の増加、投資有価証券125百万円の減少によるものであります。

（流動負債）

当第３四半期連結会計期間末の流動負債の残高は2,554百万円（前連結会計年度末に比べ163百万円減）となり

ました。

これは主に、短期借入金129百万円の減少、未払法人税等45百万円の増加、未払消費税32百万円の減少、預り金33

百万円の減少によるものであります。

（固定負債）

当第３四半期連結会計期間末の固定負債の残高は799百万円（前連結会計年度末に比べ52百万円増）となりま

した。

これは主に、リース債務23百万円の増加、資産除去債務12百万円の増加によるものであります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産の残高は2,176百万円（前連結会計年度末に比べ195百万円減）となりま

した。

これは主に、四半期純損失136百万円の計上、配当金の支払42百万円等により利益剰余金が178百万円減少したこ

とによるものであります。
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(３）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動により60百万

円、投資活動により35百万円資金を得て、財務活動により125百万円の資金を支出した結果、当第３四半期連結会計

期間末には741百万円（第２四半期連結会計期間末に比べ29百万円減）となりました。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、60百万円（前年同四半期は1,163百万円の支出）となりました。

これは主に、買取債権回収益53百万円、買取債権の回収による収入216百万円、買取債権の購入による支出142百

万円、棚卸資産の減少額51百万円があったこと等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は、35百万円（前年同四半期は15百万円の収入）となりました。

これは主に、投資事業組合出資金の返還による収入34百万円があったこと等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果支出した資金は、125百万円（前年同四半期は1,257百万円の収入）となりました。

これは主に、短期借入による収入120百万円、短期借入金の返済による支出224百万円があったこと等によるもの

です。

(４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会

社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであります。

一　基本方針の内容の概要

当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、当社の企業価値の源泉を理解し、当社が企業価値ひ

いては株主共同の利益を継続的かつ持続的に確保、向上していくことを可能とする者である必要があると考えて

おります。

当社は、当社の支配権の移転を伴う買収提案についての判断は、最終的には当社の株主全体の意思に基づき行わ

れるべきものと考えております。なお、当社は、当社株券等について大量買付がなされる場合、これが当社の企業価

値ひいては株主共同の利益に資するものであれば、これを否定するものではありません。

しかしながら、株券等の大量買付の中には、その目的等から見て企業価値ひいては株主共同の利益に対する明白

な侵害をもたらすもの、株主に株券等の売却を事実上強要するおそれがあるもの、対象会社の取締役会や株主が株

券等の大量買付の内容等について検討しあるいは対象会社の取締役会が代替案を提案するための十分な時間や情

報を提供しないもの、対象会社が買収者の提示した条件よりも有利な条件をもたらすために買収者との協議・交

渉を必要とするもの等、対象会社の企業価値ひいては株主共同の利益に資さないものも少なくありません。

当社は、企業価値の確保・向上に努めておりますが、特に、当社の企業価値の源泉は、①「公正」で「中立」な立

場を堅持するどの企業グループにも属しない「独立性」、②不動産鑑定士・測量士などに代表される「専門的能

力」を持った「人財」、③「大量」な事務処理を「迅速」にこなせる「事務処理能力」、④常に変化を先取りする

「進取の気性」にあります。

当社株券等の大量買付を行う者が当社の企業価値の源泉を理解し、これらを中長期的に確保し、向上させられる

のでなければ、当社の企業価値ひいては株主共同の利益は毀損されることになります。

当社としては、このような当社の企業価値ひいては株主共同の利益に資さない大量買付を行う者は、当社の財務

及び事業の方針の決定を支配する者として不適切であり、このような者による大量買付に対しては必要かつ相当

な対抗をすることにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保する必要があると考えます。
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二　基本方針の実現に資する特別な取組みの内容の概要

１. 当社の企業価値ひいては株主共同の利益の確保・向上に向けた取組みについて

（１）企業価値の源泉について

当社の企業価値の源泉は、以下にあるものと考えております。

①　「公正」で「中立」な立場を維持するため、どの企業グループにも属しない「独立性」を堅持し、法的に

複雑な権利関係においても、適正に対処することのできる「独立性」を保った資本ポジションを堅持して

いること。

②　不動産鑑定士・測量士などに代表される「専門的能力」を持った「人財」。

③　「大量」な事務処理を「迅速」にこなせる「事務処理能力」の高さ。

④　常に変化を先取りし、事業再生をメインとしたサービサー業務、エスクローをメインとした信託業務に取

組む「進取の気性」。

（２）企業価値ひいては株主共同の利益の確保・向上に向けた取組みについて

当社は、上記の企業価値の源泉を維持・発展させつつ、「公正」「中立」「迅速」な業務を通じて、社会発

展に貢献することを使命とし、係る使命を全うするためにも、今までも、そして今後も「公正」「中立」な立

場を堅持し、登記サービスとの連携による他社にない「不動産・債権の取引のワンストップサービスの提供

会社」のビジネスモデルをより一層強化して、ゆるぎない経営基盤を築きながら、企業価値ひいては株主共同

の利益の確保・向上に努めております。具体的には、当社は、係る企業価値ひいては株主共同の利益の確保・

向上のため以下の取組みを行ってまいります。

①　「独立系」サービサー会社としての立場の堅持

当社の特色である「独立系」サービサー会社として、今後もメガバンク、外資系・地域金融機関等と適切な

距離を保った取引関係を構築し、どの企業グループにも属しない「独立性」を堅持します。また「独立性」を

堅持するうえで、資本ポジションでの「独立性」が保たれるよう取組みを行ってまいります。

②　企業再生のための投融資業務の取組み強化

中堅・中小企業の事業再生に向けて、出口を見据えた適切な融資、不動産の取得、不動産賃貸、投資等を複合

的に組み合わせ、「公正」「中立」な事業再生支援の取組みを積極的に行ってまいります。

③　エスクロー信託業務（第三者寄託制度）を通じた信託業務への取組み強化

平成19年１月に管理型信託業として開業した100％出資子会社「株式会社日本エスクロー信託」を通じて、

信託業務への取組みを強化します。「信託」機能を発揮するためにも、従来にも増して「公正」「中立」「独

立性」の立場を堅持する体制強化に取組んでまいります。

④　「人財」の活用と専門的能力のアップ、事務処理能力の高度化

当社の企業価値の源泉である「大量」「迅速」に「専門的」な事務をこなす「事務処理能力」の高さは、

「専門的能力」を持った「人財」と当社の事務処理体制にあります。より一層の「人財」の活用と専門的能力

のアップ、ならびにコンピューターを駆使した事務処理能力の高度化に今後も積極的に取組んでまいります。

⑤　グループ経営の強化

当社のビジネスモデルを実現していくため、グループ会社の有形・無形の財産を有効に活用し、他社に例を

みない企業集団を形成してまいります。

２. 企業価値ひいては株主共同の利益向上の基盤となる仕組み―コーポレート・ガバナンスの整備

当社は、企業価値ひいては株主共同の利益の向上を目指した効率的かつ健全な経営のために、活力と柔軟性を

持ったマネジメントシステムを構築できるよう不断に経営体質の改善に努めております。中でもコーポレート

・ガバナンスへの取組みは中核的かつ重要なマネジメントシステムと認識し、経営の透明性を確保し、取締役会

による経営監督機能を強化するため、また「債権管理回収業に関する特別措置法」第５条第４項に対応するた

め、社外取締役(弁護士)を２名、また社外監査役（税理士）を２名選任し、コーポレート・ガバナンスの充実に

努めております。

三　基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止するた

めの取組みの内容の概要

上記基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止する

ための取組みとして、当社は、平成19年12月26日開催の取締役会決議に基づき、当社株券等の大量買付行為に関す

る対応策（買収防衛策）（以下「本プラン」といいます。）を導入いたしました。

本プランの有効期間は平成23年３月30日開催の当社第30回定時株主総会（以下、「本定時株主総会」といいま

す。）の終結の時までとなっており、その後の市場を取り巻く環境の変化や、法制度の改正等により株式の大規模

買付行為に関する手続が整備されたことで、本プランの目的は一定程度担保されることとなりましたので、この

ような状況を勘案し、平成23年２月23日開催の当社取締役会において、本定時株主総会の終結の時をもって、本プ

ランを継続しないことを決議いたしております。
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四　上記の各取組みに対する当社取締役会の判断及びその理由

上記二、三に記載した「基本方針の実現に資する特別な取組み」「基本方針に照らして不適切な者によって当

社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止するための取組み」は、当社の企業価値ひいては株主共

同の利益の確保・向上させることを目的として行われる取組みであり、当社の基本方針に沿うとともに、また、当

社の会社役員の地位の維持を目的とするものではありません。

特に本プランは、経済産業省及び法務省から発表された買収防衛策に関する指針の要件等に完全に充足してい

ること、株主意思を重視するものであること（更新時又は（必要に応じて）本プランの発動時に行われる株主総

会決議とサンセット条項）、本プランの発動時等において株主意思の確認を実施できない場合には独立性の高い

社外者から構成される独立委員会の判断を経ることが必要とされており、かつ独立委員会は当社の費用で第三者

専門家の助言を得ることができるとされていること、株主の皆様に対しては本プランに関して適時に適切な情報

開示が行われることが想定されていること、本プランの発動に関して合理的な客観的要件が設定されているこ

と、当社取締役の任期が１年であること、いわゆるデッドハンド型やスローハンド型買収防衛策ではないことな

どにより、その公正性・客観性が担保されており、高度の合理性を有することからも、企業価値ひいては株主共同

の利益に資するものと判断しております。

(５）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、情報機器の老朽化及びメーカーサポートの期間終了に伴い、全社共通にて

新たに3,009千円の設備投資を実施しました。 

　　なお、当第３四半期連結会計期間において重要な設備の除却、売却等はありません。

事業所
名

(所在地)

セグメント
の名称

設備の内
容

帳簿価額(千円) 従業
員数
(人)

建物
車両
運搬具

工具、器具
及び備品

土地
(面積㎡)

リース
資産

合計

本社

(横浜市西区)

全社

（共通）

事務及び

販売設備
－ － － － 3,0093,009192

(2）設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却

等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあ

りません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,072,000

計 15,072,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,268,000 4,268,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

　（スタンダード）　

単元株式数

100株

計 4,268,000 4,268,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日
－ 4,268 － 1,084,500 － 271,125

（６）【大株主の状況】

　当第３四半期会計期間において、大株主であった株式会社スルガコーポレーションより８月25日付で株式を譲

渡する旨の報告を受けており、当該株主については、社債、株式等の振替に関する法律第277条による情報提供請

求により、同日付で所有株式数を下記のとおり確認しております。

氏名又は名称 住所
所有株式数

（千株）

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合(％)

株式会社スルガコーポレーション 横浜市神奈川区台町15-1 0 －
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

　 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 8,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,259,300 42,593 －

単元未満株式 普通株式 500 － －

発行済株式総数 　 4,268,000 － －

総株主の議決権 － 42,593 －

②【自己株式等】

　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

㈱山田債権回収管理総合

事務所
横浜市西区北幸1-11-15 8,200 － 8,200 0.19

計 － 8,200 － 8,200 0.19

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成23年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 264 478 358 272 337 286 295 292 272

最低（円） 242 244 189 232 246 250 275 235 247

（注）最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び前第３四半期連結累計期

間（平成22年１月１日から平成22年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連

結会計期間（平成23年７月１日から平成23年９月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成23年１月１日か

ら平成23年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平

成22年９月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23年９月30日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成23年１月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 908,752 1,032,708

売掛金 98,257 143,412

買取債権 3,333,018 3,140,342

販売用不動産 446,922 639,854

仕掛品 4,420 14,287

繰延税金資産 142,951 102,311

未収入金 66,802 108,568

その他 29,119 57,236

貸倒引当金 △998,790 △995,586

流動資産合計 4,031,454 4,243,135

固定資産

有形固定資産 ※1
 96,135

※1
 90,982

無形固定資産 64,659 32,738

投資その他の資産

投資有価証券 1,009,972 1,135,380

繰延税金資産 55,011 60,328

差入保証金・敷金 191,654 191,654

その他 81,642 82,698

投資その他の資産合計 1,338,281 1,470,063

固定資産合計 1,499,076 1,593,784

資産合計 5,530,530 5,836,919

負債の部

流動負債

買掛金 266 10,324

短期借入金 ※2
 2,273,200

※2
 2,403,000

リース債務 31,270 19,595

未払法人税等 52,466 7,260

賞与引当金 22,529 9,222

その他 174,837 268,538

流動負債合計 2,554,569 2,717,941

固定負債

リース債務 93,008 69,510

退職給付引当金 167,089 162,451

役員退職慰労引当金 477,904 466,111

預り保証金 48,917 48,934

資産除去債務 12,431 －

固定負債合計 799,351 747,007

負債合計 3,353,920 3,464,949
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,084,500 1,084,500

資本剰余金 934,631 934,631

利益剰余金 107,535 286,283

自己株式 △3,118 △3,118

株主資本合計 2,123,548 2,302,297

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 12,073 7,882

評価・換算差額等合計 12,073 7,882

少数株主持分 40,988 61,790

純資産合計 2,176,610 2,371,970

負債純資産合計 5,530,530 5,836,919
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 1,752,846 1,677,610

売上原価 1,251,994 1,332,787

売上総利益 500,851 344,823

販売費及び一般管理費 ※1
 590,463

※1
 372,524

営業損失（△） △89,611 △27,701

営業外収益

家賃収入 3,598 3,945

保険解約返戻金 － 20,550

投資事業組合利益 11,157 28,696

持分法による投資利益 26,810 12,229

その他 11,081 7,163

営業外収益合計 52,647 72,584

営業外費用

支払利息 14,899 36,656

家賃原価 1,839 1,906

融資手数料 5,609 18,492

投資事業組合損失 8,488 2,509

その他 75 3,500

営業外費用合計 30,911 63,064

経常損失（△） △67,875 △18,180

特別損失

固定資産除却損 － 9

投資有価証券評価損 － 98,955

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 5,289

特別損失合計 － 104,254

税金等調整前四半期純損失（△） △67,875 △122,435

法人税、住民税及び事業税 78,030 49,497

法人税等調整額 △4,394 △39,233

法人税等合計 73,635 10,264

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △132,699

少数株主利益又は少数株主損失（△） △2,034 3,451

四半期純損失（△） △139,476 △136,150
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成23年７月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 562,627 488,338

売上原価 399,644 391,493

売上総利益 162,983 96,845

販売費及び一般管理費 ※1
 179,129

※1
 115,059

営業損失（△） △16,146 △18,214

営業外収益

家賃収入 1,135 1,203

投資事業組合利益 1,987 17,081

持分法による投資利益 12,654 4,317

その他 766 3,483

営業外収益合計 16,543 26,086

営業外費用

支払利息 6,360 10,531

家賃原価 591 564

融資手数料 1,890 1,058

投資事業組合損失 659 686

その他 56 2,540

営業外費用合計 9,558 15,381

経常損失（△） △9,161 △7,509

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 6,997

特別利益合計 － 6,997

特別損失

投資有価証券評価損 － 1,188

特別損失合計 － 1,188

税金等調整前四半期純損失（△） △9,161 △1,700

法人税、住民税及び事業税 30,718 19,761

法人税等調整額 △4,221 △9,078

法人税等合計 26,497 10,683

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △12,383

少数株主利益又は少数株主損失（△） △375 1,165

四半期純損失（△） △35,283 △13,549
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △67,875 △122,435

減価償却費 15,489 24,809

買取債権回収益 △292,966 △149,880

投資有価証券評価損益（△は益） － 98,955

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 5,289

貸倒引当金の増減額（△は減少） 205,445 3,204

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,616 11,792

退職給付引当金の増減額（△は減少） 9,536 4,638

支払利息 14,899 36,837

売上債権の増減額（△は増加） 11,494 45,154

たな卸資産の増減額（△は増加） △405,933 202,860

未収入金の増減額（△は増加） 230,287 △7,204

仕入債務の増減額（△は減少） △7,196 △10,057

未払金の増減額（△は減少） △5,025 △55,316

預り金の増減額（△は減少） 102,544 △9,311

買取債権の購入による支出 △1,945,319 △545,999

買取債権の回収による収入 869,667 503,203

その他 △8,837 926

小計 △1,265,172 37,465

利息及び配当金の受取額 1,376 989

利息の支払額 △19,165 △40,811

法人税等の支払額 △51,104 △3,478

法人税等の還付額 6,094 45,036

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,327,971 39,201

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 － 1,332

有形固定資産の取得による支出 － △350

投資事業組合出資金の返還による収入 74,087 74,640

その他 15,047 2,059

投資活動によるキャッシュ・フロー 89,135 77,682

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 2,438,000 2,787,800

短期借入金の返済による支出 △938,000 △2,917,600

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △7,637 △21,177

自己株式の取得による支出 △31 －

配当金の支払額 △42,814 △42,637

子会社である匿名組合に係る出資金の払戻しに
よる支出

△15,331 △22,179

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,434,185 △215,794

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 195,349 △98,910

現金及び現金同等物の期首残高 632,871 957,852

資金の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ △117,135

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 828,220

※1
 741,806
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

１．連結の範囲に関する事項の変

更　

　

連結の範囲の変更　

　当第３四半期連結会計期間において、連結子会社であった株式会社船井財産コン

サルタンツを営業者とする匿名組合は、匿名組合契約の期間満了に伴い当該匿名

組合事業の清算を行い、匿名組合契約の全てを終了したため、連結子会社から除外

しております。

２．会計処理基準に関する事項の

変更

　

資産除去債務に関する会計基準の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計

基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

これにより、営業損失及び経常損失はそれぞれ610千円増加並びに税金等調整前

四半期純損失は5,900千円増加しております。

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲の変更）　

　サービサー事業での債権の回収受託業務において債務者から収受した弁済金は、預り金として処理するとともに、分別管

理預金として他の預金とは区分して保管しております。この分別管理預金は、従来、重要性が乏しいため、現金及び現金同

等物の範囲に含めておりましたが、第２四半期連結累計期間より、現金及び現金同等物の範囲から除くこととしておりま

す。

　この変更は、第２四半期連結累計期間より分別管理預金の重要性が増し、営業活動によるキャッシュ・フローに与える影

響が大きくなったことから、会社の資金及び営業活動によるキャッシュ・フローをより適切に表示するために行ったもの

であります。

　これにより、従来の方法によった場合に比べ、「営業活動によるキャッシュ・フロー」が23,867千円増加し、「現金及び

現金同等物の四半期末残高」が93,268千円減少し、前連結会計年度末の現金及び現金同等物に含まれる分別管理預金

117,135千円は、「資金の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減額（△は減少）」として表示しております。
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【表示方法の変更】

　

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に

より、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に

より、当第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。　
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【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自　平成23年１月１日　至　平成23年９月30日)

一部簡便的な方法を採用しておりますが、重要性が乏しいため、記載を省略しております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年９月30日）

該当事項はありません。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成23年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年12月31日）

※１ 有形固定資産の減価償却累計額は、124,541千円であ

ります。

※２ 当社は、サービサー業務に関して行う債権の買取資金

及び株式・出資金等に対する投資資金の効率的な調達

を行うため、取引金融機関と当座貸越契約及びコミット

メントライン契約を締結しております。この契約に基づ

く借入未実行残高は次のとおりであります。　　

当座借越極度額及び

貸出コミットメントの総額
5,900,000千円

借入実行額 2,222,800千円

差引額 3,677,200千円　

なお、コミットメントライン契約（当第３四半期連

結会計期間末の借入金残高1,822,800千円）には、

当該事業年度の連結の純資産額が直前の決算末日

の金額の75％以上に維持することを約する財務制

限条項が付されております。

※１ 有形固定資産の減価償却累計額は、105,640千円であ

ります。

※２ 当社は、サービサー業務に関して行う債権の買取資金

及び株式・出資金等に対する投資資金の効率的な調達

を行うため、取引金融機関と当座貸越契約及びコミット

メントライン契約を締結しております。この契約に基づ

く借入未実行残高は次のとおりであります。　　

当座借越極度額及び

貸出コミットメントの総額
5,800,000千円

借入実行額 2,030,000千円

差引額 3,770,000千円　

なお、コミットメントライン契約（当連結会計年度

末の借入金残高1,200,000千円）には、当該事業年

度の連結及び単体の純資産額が直前の決算末日の

金額の75％以上に維持することを約する財務制限

条項が付されております。

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

※1　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は

次のとおりであります。

※1　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は

次のとおりであります。

役員報酬 93,444千円

給与手当・賞与 81,500千円

支払手数料 87,278千円

貸倒引当金繰入額 205,445千円

役員報酬 97,063千円

給与手当・賞与 78,721千円

支払手数料 75,779千円

貸倒引当金繰入額 3,204千円

前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

※1　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は

次のとおりであります。

※1　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は

次のとおりであります。

役員報酬 31,641千円

給与手当・賞与 28,178千円

支払手数料 29,868千円

貸倒引当金繰入額 48,357千円

役員報酬 32,113千円

給与手当・賞与 22,221千円

支払手数料 27,645千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

※1 現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間

末残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在）

（千円）

現金及び預金勘定 903,114

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △74,632

別段預金 △260

現金及び現金同等物 828,220

※1 現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間

末残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

（平成23年９月30日現在）

（千円）

現金及び預金勘定 908,752

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △73,316

別段預金 △362

分別管理預金（注）　 △93,268

現金及び現金同等物 741,806

（注）分別管理預金は、債権の回収受託業務におい

て債務者から収受した弁済金であり、他の預金とは

区分して保管しているものであります。

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成23年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成23年１月１日　至　

平成23年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　　　　　4,268,000株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　　　　　　　8,272株

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４．配当に関する事項

配当金支払額

平成23年３月30日の定時株主総会において、次のとおり決議しております。

・普通株式の配当に関する事項

（イ）配当金の総額　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　42,597,280円

（ロ）１株当たり配当額　・・・・・・・・・・・・・・・・・・　10円

（ハ）基準日　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　平成22年12月31日

（ニ）効力発生日　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　平成23年３月31日

（ホ）配当の原資　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　利益剰余金

５．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

　従来、「登記関連サービス事業」を独立セグメントとして区分しておりましたが、第１四半期連結会計期間よ

り、測量業務については「測量事業」として独立セグメントとして区分し、コンサルティング業務は「サービ

サー事業」に含めております。

これは、前第２四半期連結会計期間まで事業として行っていた登記サービス業務にかかる出向業務及び書類

作成業務を前第３四半期連結会計期間より「特定労働者派遣事業」に切り替え、司法書士法人及び土地家屋調

査士法人に対する派遣事業を開始したことに伴い、「登記関連サービス事業」は測量業務のみになったこと及

びコンサルティング業務は組織変更に伴いサービサー事業に含めたことによるものです。

　
サービサー
事業
（千円）

派遣事業
（千円）

測量事業
（千円）

その他の
事業
（千円）

計
（千円）

消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売上高 302,161224,16317,10219,200562,627 － 562,627

(2）

 

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － 820 820 (820) －

 計 302,161224,16317,10220,020563,447 (820) 562,627

 
営業利益（又は営業損

失）
110,74224,647(13,532) (13,394) 108,463(124,609) (16,146)

（注）１．事業区分は、サービス等の種類の類似性を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な事業

（1） サービサー事業・・・・・債権の管理回収業務、企業再生・コンサルティング業務

（2） 派遣事業・・・・・司法書士法人等への特定労働者派遣業務

（3） 測量事業・・・・・測量業務

（4） その他の事業・・・・・信託事業、不動産ソリューション事業

前第３四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年９月30日）

従来、「登記関連サービス事業」を独立セグメントとして区分しておりましたが、第１四半期連結会計期間

より、測量業務については「測量事業」として独立セグメントとして区分し、コンサルティング業務は「サー

ビサー事業」に含めております。

　これは、前第２四半期連結会計期間まで事業として行っていた登記サービス業務にかかる出向業務及び書類

作成業務を前第３四半期連結会計期間より「特定労働者派遣事業」に切り替え、司法書士法人及び土地家屋調

査士法人に対する派遣事業を開始したことに伴い、「登記関連サービス事業」は測量業務のみになったこと及

びコンサルティング業務は組織変更に伴いサービサー事業に含めたことによるものです。

　
サービサー
事業
（千円）

派遣事業
（千円）

測量事業
（千円）

その他の事
業

（千円）

計
（千円）

消去又は全
社

（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売上高 912,753668,52976,96494,5981,752,846－ 1,752,846

(2）

 

セグメント間の内部売上

高又は振替高
60 － － 1,840 1,900(1,900) －

 計 912,813668,52976,96496,4381,754,746 (1,900)1,752,846

 
営業利益（又は営業損

失）
294,61152,497(53,352) (22,315) 271,439(361,051) (89,611)

（注）１．事業区分は、サービス等の種類の類似性を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な事業

（1） サービサー事業・・・・・債権の管理回収業務、企業再生・コンサルティング業務

（2） 派遣事業・・・・・司法書士法人等への特定労働者派遣業務

（3） 測量事業・・・・・測量業務

（4） その他の事業・・・・・信託事業、不動産ソリューション事業
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

当社グループは、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がありませんので、該当事項は

ありません。

前第３四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年９月30日）

当社グループは、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がありませんので、該当事項は

ありません。

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

海外売上高がないため該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年９月30日）

海外売上高がないため該当事項はありません。

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。

当社グループは、本社にサービスの種類別に事業本部を設置しており、各事業本部は、提供するサービスに

ついて包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社グループは、事業本部を基礎としたサービスの種類別のセグメントから構成されており、

「サービサー事業」、「派遣事業」、「不動産ソリューション事業」の３つを報告セグメントとしておりま

す。

「サービサー事業」は、債権の管理回収業務を行っております。「派遣事業」は、司法書士法人及び土地家

屋調査士法人への特定労働者派遣業務を行っております。「不動産ソリューション事業」は、主として不動

産の買取・販売業務を行っております。　　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

当第３四半期連結累計期間（自平成23年１月１日　至平成23年９月30日）

（単位：千円）　

　

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

サービサー事

業
派遣事業

不動産ソ

リューション

事業

計

売上高         

外部顧客への

売上高
534,284646,771390,0781,571,134106,4751,677,610－ 1,677,610

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ － － － 8,626 8,626△8,626 －

計 534,284646,771390,0781,571,134115,1021,686,236△8,6261,677,610

セグメント利益 150,86849,771116,634317,27411,168328,443△356,145△27,701

（注）１. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、測量事業、信託事業、鑑定業

務等を含んでおります。

２. セグメント利益の調整額△356,145千円は、主に全社費用であり、報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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当第３四半期連結会計期間（自平成23年７月１日　至平成23年９月30日）

（単位：千円）　

　

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

サービサー事

業
派遣事業

不動産ソ

リューション

事業

計

売上高         

外部顧客への

売上高
153,368211,561104,759469,68918,649488,338 － 488,338

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ － － － △89 △89 89 －

計 153,368211,561104,759469,68918,559488,249 89 488,338

セグメント利益 41,75020,49040,001102,241△10,14992,092△110,306△18,214

（注）１. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、測量事業、信託事業、鑑定業

務等を含んでおります。

２. セグメント利益の調整額△110,306千円は、主に全社費用であり、報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成

20年３月21日）を適用しております。　

（金融商品関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成23年９月30日）

　前連結会計年度末に比べ、著しい変動がないため、記載しておりません。

（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成23年９月30日）

前連結会計年度末に比べ、著しい変動が認められないため、記載しておりません。

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成23年９月30日）

該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成23年７月１日　至　平成23年９月30日）

該当事項はありません。

（企業結合等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成23年７月１日　至　平成23年９月30日）

該当事項はありません。

（資産除去債務関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成23年９月30日）

資産除去債務の総額に重要性が乏しいことから、注記を省略しております。

（賃貸等不動産関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成23年９月30日）

賃貸等不動産の総額に重要性が乏しいことから、注記を省略しております。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成23年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年12月31日）

１株当たり純資産額 501.35円 １株当たり純資産額 542.33円

 ２．１株当たり四半期純損失金額 

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 32.74円
 

１株当たり四半期純損失金額 31.96円
 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりま

せん。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりま

せん。

 （注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額   

四半期純損失（千円） 139,476 136,150

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 139,476 136,150

　期中平均株式数（株） 4,259,875 4,259,728

　

前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 8.28円
 

１株当たり四半期純損失金額 3.18円
 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりま

せん。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりま

せん。

 （注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額   

四半期純損失（千円） 35,283 13,549

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 35,283 13,549

　期中平均株式数（株） 4,259,851 4,259,728
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（重要な後発事象）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

―――――

　

（リース取引関係）

当第３四半期連結累計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年９月30日） 

リース取引開始日が平成20年12月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について、引き続き通常

の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行っておりますが、リース取引残高は、前連結会計年度の末日に比

べ、著しい変動が認められないため、記載しておりません。  

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年11月９日

 

　株式会社　山田債権回収管理総合事務所

　

取締役会 御中

　

　

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ

                                                                                                           

　
指定有限責任社員
　　　　
業務執行社員　　

 公認会計士　　　　　中川　幸三　　印

　

　

　　

指定有限責任社員
　　　　
業務執行社員　　

 公認会計士　 　　　香川　　順　　印

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会

社山田債権回収管理総合事務所の平成２２年１月１日から平成２２年１２月３１日までの連結会計年度の第３四

半期連結会計期間（平成２２年７月１日から平成２２年９月３０日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２

２年１月１日から平成２２年９月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財

務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監

査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社山田債権回収管理総合事務所及び連結子会社の

平成２２年９月３０日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期

間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月10日

 

　株式会社　山田債権回収管理総合事務所

　

取締役会 御中

　

　

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ

                                                                                                           

　
指定有限責任社員
　　　　
業務執行社員　　

 公認会計士　　　　　香川　　順　　印

　

　

　　

指定有限責任社員
　　　　
業務執行社員　　

 公認会計士　 　　　芝田　雅也　　印

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会

社山田債権回収管理総合事務所の平成２３年１月１日から平成２３年１２月３１日までの連結会計年度の第３四

半期連結会計期間（平成２３年７月１日から平成２３年９月３０日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２

３年１月１日から平成２３年９月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財

務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監

査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社山田債権回収管理総合事務所及び連結子会社の

平成２３年９月３０日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期

間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　
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